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①11月8日（土）  
　江戸の楽しみ －勤番武士の生活と江戸の菓子－ 
　青木直己 （元虎屋文庫研究主幹）

②11月15日（土）  
　西洋菓子のパイオニア －広告・宣伝からたどる森永製菓のお菓子革命－ 
　田村和世 （森永製菓株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報グループ）

③11月22日（土） 　 
　年中行事と菓子 －食べ物からいろいろな日本を発見する－ 
　服部比呂美 （國學院大學文学部教授）

時間：各回 午後1時30分～3時　定員：各回36名　参加費：無料　
※保育サービスあり

事前申込

リアルで美味しそうなお菓子の食品サンプルを作ります。

新聞ちぎり絵でシュークリームのグリーティングカードを作ります。

Ⓐお団子セット／Ⓑクリームソーダ
10月26日（日） Ⓐ午後1時～2時 Ⓑ午後3時～4時
講師：Nomple 世古紀子（食品サンプル作家）
定員：各回20名　材料費：Ⓐ2,000円 Ⓑ2,500円
※小学4年生以下は保護者同伴

11月2日（日）午後2時～4時
講師：中村美穂（イラストレーター・料理家）
定員：16名　材料費：600円
※小学3年生以下は保護者同伴

事前申込

開館時間 午前9時～午後5時（土曜日のみ午後8時まで） 
※有料展示室の入館受付は閉館の30分前まで

会期中休館日 11月20日（木）

●東京メトロ南北線・都営三田線 白金台駅 ２番出口 徒歩１分
●都営バス・東急バス 白金台駅前停留所 徒歩１分
※一般車両用の駐車場はございません。公共交通機関をご利用ください。
※障害者用の駐車場がございます。

観覧料 特別展のみ
常設展セット

大人 400円（320円） 　小・中・高校生 200円（160円）
大人 600円（480円） 　小・中・高校生 200円（160円）

※（　）内は10名以上の団体料金　
※港区在住・在学の小・中・高校生、港区在住の65歳以上の方、港区在住の障害者と
　その介助者（1名）の観覧料は無料（証明ができるものをご持参ください）
※11月3日（月・祝）は港区民無料公開日（港区在住の証明ができるものをご持参ください）

〒108-0071 東京都港区白金台 4-6-2 ゆかしの杜内 
電話 03-6450-2107　minato-rekishi.com

東京大学
医科学研究所
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事前申込方法
申込期間に当館ホームページから申込ください。

（ホームページからの申込が難しい場合は電話でも受付いたします。）
※申込多数の場合は抽選とさせていただきます。

カラフルで精密！食品サンプルでめぐるスイーツの世界。
協力：大和サンプル製作所、Nomple
10月18日（土）～12月14日（日）

観覧無料

［森］：森永製菓株式会社所蔵　［山］：株式会社山星屋所蔵　［個］：個人蔵　無印：当館所蔵

❶

❷

❸

❹

A 木型（港区のマーク）　昭和時代
B 木型（三つ巴）　昭和時代　
C 押し型（椿・扇）　昭和時代
D 押し型（鶴・亀）　昭和時代
E 渋紙（鳳凰）　昭和時代
F 焼印（蕨）　昭和時代
G 焼印（小槌）　昭和時代
H 『萬形下絵帳』　明治時代
I 森永ミルクキャラメル慰問袋用　昭和12（1937）年　［森］
J サクマ式ドロップス　大正時代頃　［山］
K 丸缶ドロップス　昭和10（1935）年　［山］
L グリコ  昭和20年代　［山］
M マーブルチョコレート　昭和36（1961）年頃　［個］

N チョイスビスケット（複製）　［森］
O ミルキー　昭和35（1960）年頃　［山］
P ロッテグリーンガム・クールミントガム　昭和30年代　［山］
Q 森永Aクラスビスケット　昭和30（1955）年頃　［個］
R フラワービスケット　昭和30（1955）年頃　［個］
S 両国米津風月堂ラベル　明治時代　［山］

❶ 浮世年中行事　皐月　天保15（1844）年　［山］
❷ 『東京商工博覧絵』第壱編　明治16（1883）年
❸ 東京自慢名物会 橘家圓喬 ほか　明治29（1896）年　［山］
❹ 『西洋料理図巻』　江戸時代後期頃

申込期間 10月1日～7日申込期間 10月17日～23日

申込期間 10月8日～14日

申込期間 10月24日～30日

申込期間 10月31日～11月6日

現在の菓子は形も味も多種多様で人びとの目や
舌を楽しませています。古くは天皇や貴族、武家 

など上流階級の食事や神
し ん

饌
せ ん

とされた菓子ですが、時代とともに点
て ん

心
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菓子などを取り入れて変化し、
庶民も日常的に口にするものになりました。明治時代には、それまで長崎の出島など限られた場所でのみ 
食べられていた洋菓子が各地に広まり、日本の菓子文化に大きな影響を与えます。機械化によって菓子が
大量生産されるようになると、現在のように、より多くの人びとが菓子を楽しめるようになりました。
本展では、日本における菓子のはじまりから現在にいたるまでの移り変わりを見ていくとともに、年中行事
や祭礼の様子を描いた浮世絵、菓子型下絵帳、菓子の木型などから行事食として作られる菓子や季節の
風物を表現した菓子を紹介します。また、江戸時代の買物案内書や明治時代以降の広告などから、港区
域の菓子店の変遷を追い、人びとの暮らしと菓子との関わりを探っていきます。


